
All Rights Reserved, Copyright (C) 2004, National Institute for Land and Infrastructure Management 

1

空港マネージメントの視点から
みた空港施設の設計と維持管理

国土交通省国土技術政策総合研究所

空港研究部空港施設研究室長

八谷好高

空港土木施設基準体系

空港排水施設・地下道・共同溝
点検，補修，補強要領

空港請負
工事

積算基準

国際民間
空港条約

第14付属書

空港土木
施設

管理規程

航空法施行
規則

航空法

空港土木
施設

設計基準

空港土木
工事

共通仕様書

（
設
計
）

（施
工
）

（
維
持
・
管
理
）

（指針）（要領）（基準）

空港土木施設
施工要領

空港高盛土工
設計指針

空港土木施設の
耐震設計指針

空港舗装補修要領

空港舗装定期点検要領

空港土木設計の
標準設計図

空港排水施設・地下道・
共同溝設計要領

空港舗装構造設計要領

空港土木空港土木空港土木空港土木
施設施設施設施設

管理規程管理規程管理規程管理規程

空港土木空港土木空港土木空港土木
施設施設施設施設

設計基準設計基準設計基準設計基準

空港土木空港土木空港土木空港土木
工事工事工事工事

共通仕様書共通仕様書共通仕様書共通仕様書

空港土木施設空港土木施設空港土木施設空港土木施設
施工要領施工要領施工要領施工要領

空港舗装補修要領空港舗装補修要領空港舗装補修要領空港舗装補修要領

空港舗装定期点検要領空港舗装定期点検要領空港舗装定期点検要領空港舗装定期点検要領

空港舗装構造設計要領空港舗装構造設計要領空港舗装構造設計要領空港舗装構造設計要領



All Rights Reserved, Copyright (C) 2004, National Institute for Land and Infrastructure Management 

2

社会資本マネジメントシステム

計 　　画
全体計画

優 先 度
予 　　算

設　 　　 計
条 件 入 力

設　 計　 案

解    　 　析
経済性評価
最　 適　 化

建   　 　設

維持・補修

評  　　　価研 究 データ
バンク

設計・補修のフロー

設
計

性能

維持工事

耐用期間

残存価値

建
設

設計条件 モニタリング

NGNGNGNG

OKOKOKOKOKOKOKOK
NGNGNGNG



All Rights Reserved, Copyright (C) 2004, National Institute for Land and Infrastructure Management 

3

舗装維持・補修のフロー

定期的
調査

データ
解析

データ
バンク

施工

比較・判断

補修方法
の決定

詳細
調査 データ解析

補修方法の
立案

予算最適化
検討

維持

維持

社会資本マネジメントシステム

計 　　画
全体計画

優 先 度
予 　　算

設　 　　 計
条 件 入 力

設　 計　 案

解    　 　析
経済性評価
最　 適　 化

建   　 　設

維持・補修

評  　　　価研 究 データ
バンク



All Rights Reserved, Copyright (C) 2004, National Institute for Land and Infrastructure Management 

4

表面性状の改善度

乗心地：航空灯火・段差

走行安全性：雪氷・破片散乱

乗り心地 走行危険性 
表面性状 

滑走路 誘導路 エプロン 滑走路 誘導路 エプロン 
段差  10.9  -2.9    14.0  19.7  -6.7    -5.6 
わだちぼれ   2.5   2.2     7.7   8.8  -8.6    -6.7 
ひび割れ   7.7   6.3     2.9   6.2   2.1   -11.6 
破片散乱   6.7   1.5    -0.5   3.1   4.3    -7.8 
縦断勾配  -7.6  -2.9   -27.0   6.2   0.0    -7.5 
横断勾配 -19.8  -2.1    -1.6   0.9  -0.7    -1.9 
水たまり -10.9 -11.8   -11.9  -3.5   2.7    -7.0 
雪氷  -2.5  10.1    -5.7  25.1   2.0    -8.6 
航空灯火  13.8  15.7    13.5   3.6   3.5   -14.0 

滑走路縦断方向平坦性

滑走路長 
(m) 

縦断勾配

(％) 
勾配変化量 

(％) 

1,500以上 1.0以下 1.5以下 
900以上1,500未満 1.0以下 1.5以下 

900未満 1.5以下 2.0以下 
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装置装置装置装置 速度速度速度速度 タイヤタイヤタイヤタイヤ グルービンググルービンググルービンググルービング
(km/h)(km/h)(km/h)(km/h) ありありありあり なしなしなしなし

μμμμ----ﾒｰﾀﾒｰﾀﾒｰﾀﾒｰﾀ 65656565 RL-2RL-2RL-2RL-2 0.600.600.600.60 0.500.500.500.50
ＳＦＴＳＦＴＳＦＴＳＦＴ 95959595 RL-2RL-2RL-2RL-2 0.550.550.550.55 0.450.450.450.45

AEROAEROAEROAERO 0.450.450.450.45 0.400.400.400.40

すべり摩擦係数（暫定案）

航空機着陸位置



All Rights Reserved, Copyright (C) 2004, National Institute for Land and Infrastructure Management 

8

主脚横断方向通過位置
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滑走路（離陸）
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平行誘導路

高速脱出誘導路

滑走路断面

透水良好材料

滑走路中間部滑走路中間部滑走路中間部滑走路中間部 滑走路端部滑走路端部滑走路端部滑走路端部

表・基層

1:4
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透水良好材料

1:4

0.5t0.8tt

CL
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ショルダー 縁端帯 中央帯 ショルダー縁端帯
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構造国際基準：ACN-PCN法

ACN≦PCN：OK
過大航空機：5%以内OK
� アスファルト舗装：10%
� コンクリート舗装： 5%

構造設計

荷重
� 最大航空機（脚荷重），カバレージ

地盤
� 路床CBR，K値
環境
� 凍結深

設計法
� アスファルト舗装：CBR法

� コンクリート舗装：Westergaard中央載荷公式
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通常舗装 ～ サンドイッチ舗装

表・基層
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路床
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表層
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（下
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地盤沈下vs.コンクリート舗装

凸状沈下

凹状沈下

目地

リフトアップ工法
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空港舗装の維持補修システム
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ひび割れ

PRI評価（アスファルト舗装）

PRI = 10 - 0.450CR - 0.0511RD - 0.655SV
� CR：ひび割れ率（％，=ひび割れ面積 / 区画面積）

� RD：わだちぼれ（mm，最大値）

� SV：平坦性（mm，3mプロフィロメータ標準偏差）

A:必要なし，B:近い将来必要，C:早急に必要

舗装区域 評価 
 A B C 

滑走路 8.0以上 3.8以上8.0未満 3.8未満
誘導路 6.9以上 3.0以上6.9未満 3.0未満
エプロン 5.9以上 0以上5.9未満 0未満 
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PCI
� Pavement

Condition
Index

� 全種類破損

� 0～100点
� 7段階判定

外国基準との比較
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ひずみ規準（路床）
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評価規準：CO

コンクリート弾性係数
路盤支持力係数荷重伝達率

（D0, D60から）
D0の比
（有／無）
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目地部（荷重伝達機能）
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CO：評価のフロー

D0比較

σc比較

D0比較

EFWD比較

たわみ測定
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トータルコスト

 アスファルト舗装
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